
●
2
月
24
日	

第
15
回
納
骨
堂
建
設
委
員
会

●
2
月
26
日	

沼
津
南
之
坊
先
代
内
室
四
十
九
日
忌
法
要

●
2
月
26
日	

東
京
都
仏
教
連
合
会
理
事
会

●
3
月
6
日	

興
隆
学
林
卒
業
式
・
学
務
協

	
	

写
真
＝
右
：
平
島
盛
龍
教
授

	
	

中
央
：
ご
長
男
・
祐
龍
師
ご
卒
業
❶

●
3
月
10
日	

東
京
大
空
襲
慰
霊
法
要
　
於 

両
国
・
東

京
慰
霊
堂
（
写
真 

正
木
正
一
・
健
将
氏
）
❷

●
3
月
16
日	

工
藤
家
（
当
山
総
代
工
藤
敏
勝
氏
ご
長
女
）

結
婚
披
露
宴
　
於 

白
金
台
・
八
芳
園

●
3
月
20
日	

春
季
彼
岸
会
中
日
合
同
法
要

●
4
月
8
日	

烏
山
仏
教
会
花
祭
り
法
要
　
於 

常
福
寺

●
4
月
8
日	

仏
教
主
義
学
校
連
盟
主
催
「
花
ま
つ
り
」

於 

横
浜
・
清
風
高
校

●
4
月
9
日	

湯
島
天
満
宮
今
日
庵
献
茶
式
奉
賛
茶
会

●
4
月
11
日	

法
華
宗
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
慰
霊
法
要
❸

●
4
月
16
日	

裏
千
家
淡
交
会
地
区
協
議
会

	
	

於 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

●
4
月
17
日	

法
隆
寺
文
化
財
修
復
支
援
茶
会  

	
	

於 

東
京
美
術
倶
楽
部	

●
4
月
19
日	

新
谷
仁
海
上
人（
下
谷
・
功
徳
林
寺
）
導

師
総
本
山
知
恩
院
御
忌
法
要
・
祝
賀
会

	
	

於 

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都

●
4
月
20
日
・
21
日
　
つ
つ
じ
観
賞
会

	
	

（
右
上
の
「
春
爛
漫
」
写
真
参
照
）

●
4
月
21
日	

第
16
回
納
骨
堂
建
設
委
員
会

●
4
月
29
日	

築
地
本
願
寺
宗
祖
御
誕
生
5
8
0
年
・
立

教
開
宗
8
0
0
年
慶
讃
法
要
円
成
祝
賀
会	

於 

箱
崎
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

●
4
月
30
日	

大
僧
正
日
照
上
人
・
内
室
慈
恵
院
第
七
十

回
忌
、
智
覚
院
日
恵
尼
上
人
祥
月
忌

	
	

導
師
・
佐
々
木
明
乗
上
人

●
4
月
30
日	

沼
津
市
吉
祥
院
佐
藤
光
徳
上
人
ご
遷
化

5
月
3
日
弔
問
　
　
　
　

●
5
月
1
日	

淡
交
会
第
6
東
支
部
茶
会

　	
	

於 

明
治
記
念
館

●
5
月
2
日	

猿
江
稲
荷
礼
大
祭
法
要
・
懇
親
昼
食
会	

於 

日
本
橋
倶
楽
部

●
5
月
2
日	

桜
井
露
葉
先
生
（
婦
人
会
）
日
本
書
鏡
院

選
抜
展
出
展  

於 

銀
座
鳩
居
堂
❹

●
5
月
4
日	

東
京
都
仏
教
連
合
会
監
査
会

●
5
月
10
日	

東
茶
会
　
席
主
広
尾
祥
雲
寺
　
岩
崎
宗
瑞
師	

於 

東
京
美
術
倶
楽
部

●
5
月
13
日	

浅
草
・
下
谷
仏
教
会
主
催
　
遠
州
流
茶
会

●
5
月
14
日	

東
京
都
仏
教
連
合
会
監
査
会
　

	
	

於 

人
形
町
・
よ
し
梅

●
5
月
16
日	

全
日
本
仏
教
会
理
事
会
　

	
	

於 

芝
・
明
照
会
館

3 尺×4尺＝3基
3尺×3尺＝6基
2尺×2尺＝8基

詳細は当山までお問い合わせ
ください。

新規墓所
ご 案 内

法要のご案内 （別紙参照）

孟蘭盆会施餓鬼法要

終戦戦没者八十回忌慰霊法要

秋季彼岸会中日法要

関東大震災遭難者慰霊法要

宗祖日蓮聖人第743遠御忌御会式

7月16日（火）　

8月15日（木）

9月22日（日）　

9月1日（日）

11月3日（日）

新孟蘭盆会法要（新盆）：午前11時　時孟蘭盆会法要：午後 2時　
動物諸霊法要：正12時

午前11時　当山本堂　

午前10時　両国・東京慰霊堂

初座：午前11時　第二座：午後 2時　動物諸霊法要：正12時

午後 2時

桑
港
・
日
蓮
教
会	

3
月
24
日	 �

春
季
彼
岸
会
法
要
・
花
ま
つ
り
法
要
❺

	

3
月
25
日	 �

木
下
家
葬
儀
追
悼
法
要
　
於 

サ
ク
ラ

メ
ン
ト
メ
モ
リ
ア
ル
セ
メ
タ
リ
ー
❻

鵠
沼
・
晴
明
庵	

4
月
24
日	

第
四
世
藤
波
法
尼
祥
月
命
日
忌
法
要
・	

	

歴
代
婦
人
会
追
善
供
養

猿
江
・
猿
江
別
院	

5
月
2
日	 �

猿
江
稲
荷
春
季
大
祭
❼

蠟
梅
の
足
元
に
あ
り
姫
菫

幼
稚
園
花
壇
三
色
菫
あ
り

箱
根
路
の
阿
弥
陀
寺
訪
え
ば
黒
椿

満
開
の
ミ
モ
ザ
で
作
る
妻
レ
ー
ス

赤
白
の
椿
ち
ぎ
り
絵
ご
と
く
あ
り

新
樹
濃
く
薄
く
遠
く
へ
重
ね
れ
り

足
も
と
に
薄
紫
の
犬
ふ
ぐ
り

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
を
啄
む
雀
た
ち

鴉
鵠

如月 睦月 卯月
俳句事始

第14回 竹灯籠能・落語会
日程：令和６年 10 月 27 日（日） 13:00 ～　会場：妙壽寺本堂
能（演目未定）▶浅見慈一　落語▶︎春風亭一之輔

57No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp令和 6年 6月 1日発行

No.13リレーコラム

当山に納められた早苗氏書
（早苗秀鳳＝雅号）の日照上人短歌

夕暮れ時に明かりを灯す鍋島客殿

桜満開の墓所▶▶

満開で迎えた「つつじ観賞会」

山吹色に染まる
鮮やかなヤマブキ

　昨年大晦日に逝去された早苗靖夫（平兵衛
十一代＊）さんは、お檀家でその年に迎えられる
方々の毎年の法要案内に、「新盆を迎える方々へ」
を同封させていただいております。本年盂蘭盆
会は、早苗さんも新盆をお迎えになります。
あらためて故人のご遺徳とご供養を申し上げる
次第です。　 ＊（前号の「平兵衛十二代」を訂正します）

正隆廟に椎名家より篤志いただいた碑
を正面左側に建立（5月 11 日）

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

6 月 8日（土）	 勉強会「法華経への誘い」拝読 8

7月 6日（土）	 写経会

8月	 	 休講

9月 14日（土）	 勉強会「法華経への誘い」拝読 9

10月 12日（土）	 課外活動（猿江別院御会式・清興落語会< 予定>）

11月 9 日（土）	 勉強会「法華経への誘い」拝読 10

12月 ７日（土）	 �二千遍唱題会・勉強会「法華経への誘い」拝読 11

1 月 11日（土）	 初題目・勉強会「法華経への誘い」拝読 12

2 月 8日（土）	 勉強会「法華経への誘い」拝読 13

　当山では、毎月第2土曜日午後2時よ
り月例講正隆会を開催しております。仏教
や法華経についての勉強会や写経会、また
ウォーキング課外活動を行っています。檀
信徒、ご友人どなたでも参加できます。例
会では、毎回1時半より正隆廟墓前法要
を奉修しております。午後 2時開催

当住上人
の

宗務院宗務院 diarydiary
内局会議　3/13 , 4/12, 5/21
3/11 	宗門布教機関連絡会議・東日本大震災慰霊・
	 能登地震犠牲者慰霊法要　於 宗務院
3/15	 第34回法華宗教学研究発表大会 ❽当住上人
4/11	 法華宗奉讃会総務会
4/12	 責任役員会議
4/15	「無上道」編集会議
4/17	 法華宗連絡協議会カレンダー会議
	 於 品川・天妙国寺
4/22	 宗務顧問会　於 尼崎・都ホテル
4/23	 興隆学林後援会幹事会　於 尼崎・都ホテル
5/2	 教学研究所所員会議（ズーム）
5/21	 責任役員会議・議事運営委員会
5/22・23 法華宗第79次定期宗会

❶❶

❺❺❻❻❼❼

❷❷❸❸❹❹

株式会社　地球の歩き方　発行

　
　
　
新
盆
を
迎
え
る
方
へ

　

昭
和
四
十
六
年
五
月
、
小
生
の
父
は
彼
岸
の
人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
お
施
餓
鬼
が
新
盆

に
当
た
る
訳
で
す
が
、
当
時
、
妙
壽
寺
の
婦
人
会
の
中
に
、
太
田
婦
久
さ
ん
と
い
う
小
柄
な
上
品
な

ご
婦
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
父
は
総
代
を
仰
せ
つ
か
っ
て
居
た
関
係
で
婦
人
会
の
方
々
と
は
親
交
が

あ
り
、
小
生
共
々
本
当
に
親
し
く
可
愛
が
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

新
盆
を
迎
え
る
前
に
、
そ
の
太
田
さ
ん
が
「
早
苗
さ
ん
、
お
父
様
が
亡
く
な
ら
れ
て
ま
だ
日
も
浅

く
お
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
の
お
施
餓
鬼
に
は
何
が
何
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ね
。」
と
特
に

言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
小
生
は
伺
う
つ
も
り
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、「
ハ
イ
。」
と
だ

け
ご
返
事
申
し
ま
し
た
。
続
け
て
「
そ
の
年
一
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
お
戒
名
を
お
上
人
が
全
部

読
み
上
げ
て
下
さ
る
の
。
全
部
一
緒
と
い
う
の
は
後
に
も
先
に
も
一
度
だ
け
、
不
思
議
な
感
慨
で
す

よ
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

　

今
の
お
上
人
の
母
上
、
日
恵
尼
上
人
か
ら
故
人
と
な
っ
た
父
が
頂
い
た
お
戒
名
で
す
。

　

葬
儀
の
時
に
お
上
人
が
涙
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
っ
た
お
経
、
お
題
目
、
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
。
そ
し

て
迎
え
た
お
施
餓
鬼
は
、太
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
つ
た
様
に
、真
に
感
無
量
の
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

色
々
の
事
柄
が
次
々
と
思
い
出
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
し
た
が
、
親
子
で
す
か
ら
良
い
時
ば
か
り

で
無
く
言
い
争
っ
た
事
も
あ
っ
た
訳
で
し
た
が
、
不
思
議
と
良
い
こ
と
ば
か
り
思
い
出
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
夏
の
背
広
を
汗
が
通
し
て
し
ま
う
程
の
暑
さ
の
お
施
餓
鬼
で
し
た
が
、
そ
れ
も
忘
れ
て
居

た
と
思
い
ま
す
。
大
勢
の
お
僧
侶
方
、
檀
信
徒
の
方
々
の
お
経
、
お
題
目
に
送
ら
れ
、
こ
れ
で
本
当

に
天
上
に
向
か
っ
て
き
れ
い
に
な
っ
て
、
父
が
旅
立
っ
て
行
っ
た
様
な
気
持
ち
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
お
施
餓
鬼
も
も
う
直
ぐ
で
す
。
新
盆
を
迎
え
ら
れ
る
お
家
の
方
も
沢
山
お
有
り
と
存
じ

ま
す
が
、
仏
様
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
縁
の
深
か
っ
た
方
一
人
で
も
多
く
列
席
さ
れ
、
心
か
ら
お
題
目

を
唱
え
て
お
焼
香
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　

五
年
後
、
母
を
送
り
ま
し
た
と
き
も
同
様
の
感
慨
に
浸
り
ま
し
た
こ
と
も
付
け
加
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合 

掌

　
　

令
和
五
年
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
覚
山
妙
壽
寺 

総
代　

早
苗
靖
夫

❽❽

猿
江
別
院
御
写
経
会

※
毎
回
、木
曜
日
13
時
～
19
時
　
参
加
費：5
0
0
円

8
月
8
日（
木
）・
10
月
3
日（
木
）

12
月
５
日（
木
）・
２
月
13
日（
木
）

予告

春 

爛 

漫



（�

）

石
塚
泰
道
師

大
坪
顕
孝
師

河
野
通
則
氏

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聞
き
手 

三
吉
廣
明
上
人

同
　
席 

石
塚
泰
道
師
　

令
和
6
年
2
月
2
日
　
於
　
伊
豆
稲
取

高
橋
顕
昭
上
人�

当
山
と
の
ご
縁

住
職　

こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
、
残
念
な
が
ら
高
橋

顕
昭
上
人
の
弟
さ
ん
の
瀬
田
石
篤
さ
ん
が
お
亡
く
な

り
、
お
上
人
が
お
悔
や
み
に
大
阪
か
ら
伊
豆
稲
取
に
来

て
お
ら
れ
ま
す
。
な
か
な
か
こ
う
い
う
機
会
も
な
い
の

で
、
お
上
人
の
妙
壽
寺
と
の
ご
縁
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
遡
る
と
、
お
上
人
の
お
生

ま
れ
は
杉
並
区
荻
窪
で
す
か
。

高
橋
上
人
（
以
下
、
敬
称
略
）
西
荻
で
す
。

住
職　
そ
れ
は
上
人
の
お
母
様
（
や
す
刀
自
）
と
私
の

曽
祖
母
（
旧
姓
内
山
ぎ
ん
＝
三
吉
日
研
上
人
室
）
の
出
身

が
こ
こ
伊
豆
の
稲
取
で
、
そ
こ
か
ら
妙
壽
寺
に
来
て
い
た

わ
け
で
す
か
。

高
橋　
私
の
母
親
が
妙
壽
寺
へ
行
儀
見
習
い
、
お
手
伝

い
と
し
て
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

住
職　
そ
こ
で
、
お
父
様
の
瀬
田
石
顕
浄
上
人
と
知
り

合
っ
て
結
婚
さ
れ
て
。

高
橋　
そ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

住
職　
所
帯
は
結
局
…
。

高
橋　
父
は
秋
田
県
花
輪
の
生
ま
れ
で
す
。
そ
の
当
時

に
は
西
荻
に
住
ん
で
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。

住
職　
そ
れ
で
は
、
篤
さ
ん
も
西
荻
で
生
ま
れ
た
の
で

す
か
。

高
橋　
い
え
、京
都
で
す
。
妹
の
三
千
代
も
（
大
本
山
）

妙
蓮
寺
の
塔
頭
の
本
妙
院
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

住
職　
お
上
人
は
昭
和
10
年
６
月
24
日
に
西
荻
で
生
ま

れ
て
、
そ
れ
か
ら
結
局
、
お
父
様
に
（
先
々
代
）
日
照

上
人
か
ら
お
話
が
あ
っ
て
、妙
蓮
寺
に
行
き
な
さ
い（
塔

頭
本
妙
院
の
住
職
と
し
て
）
と
い
う
こ
と
で
。
そ
の
と

き
は
家
族
３
人
で
、
お
上
人
は
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
わ
け

で
す
か
。

高
橋　
そ
う
で
す
。

住
職　
そ
れ
で
、
顕
浄
上
人
の
出
家
前
の
名
前
は
…
。

高
橋　
信
吾
。
我
信
ず
る
な
り
で
す
。
亡
く
な
っ
た
の

は
20
年
８
月
10
日
で
す
。

住
職　
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
で
す
か
。

高
橋　

そ
う
で
す
。
調
布
の
お
じ
さ
ん
（
三
吉
豊
久
）

が
、「
お
ま
え
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
亡
く
な
っ
た
と
こ
ろ

へ
行
っ
て
き
た
ぞ
」
と
言
う
て
は
っ
た
。
そ
れ
で
、
お
ま

え
さ
ん
も
行
っ
て
く
る
と
い
い
よ
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
行

く
機
会
は
な
か
っ
た
で
す
わ
ね
、
残
念
な
が
ら
。

住
職　
そ
う
で
す
か
。
そ
れ
で
、
20
年
に
亡
く
な
っ
て
、

お
上
人
が
ご
幼
少
の
こ
ろ
は
隣
が
常
住
院
さ
ん
で
、
小

笠
原
日
堂
上
人
（
大
本
山
妙
蓮
寺
加
歴
・
執
事
長
、
興

隆
学
林
教
授
）
が
お
ら
れ
た
。
小
笠
原
上
人
の
娘
・
和

子（
現
松
本
）さ
ん
と
は
ち
っ
ち
ゃ
い
頃
か
ら
知
っ
て
い
る
。

高
橋　
幼
な
じ
み
で
す
ね
。

住
職　
そ
し
て
、そ
の
後
結
局
、お
父
様
が
戦
死
さ
れ
て
。

高
橋　
戦
病
死
で
す
。

住
職　
子
供
は
何
人
で
す
か
。

高
橋　
３
人
で
す
。

住
職　
子
供
３
人
で
秋
田
に
行
か
れ
た
わ
け
で
す
か
。

高
橋　
い
え
い
え
、
僕
だ
け
で
す
。
父
の
お
葬
式
の
前

か
ら
僕
だ
け
そ
れ
こ
そ
秋
田
の
伯
父
の
元
に
ね
。

住
職　
瀬
田
石
誠
一
さ
ん
で
す
ね
。

高
橋　
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
小
学
校
の
５
年
か
ら
高

校
卒
業
す
る
ま
で
お
り
ま
し
た
か
ら
。
そ
の
頃
に
、
弟

が
秋
田
へ
来
ま
し
た
の
で
、
ほ
ん
ま
に
10
何
年
ぶ
り
ぐ

ら
い
か
な
。
親
子
３
人
が
一
緒
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
で
も
あ
の
当
時
に
、
よ
う
伯
父
に
引
き
取
っ
て

も
ろ
う
た
も
ん
や
な
と
思
い
ま
す
よ
。

住
職　
そ
れ
か
ら
29
年
に
妙
壽
寺
に
来
ら
れ
て
…
。

高
橋　

３
月
に
妙
壽
寺
さ
ん
へ
ご
厄
介
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
も
、
僕
は
多
分
、
お
や
じ
が
兵
隊
に
行
く
と

き
に
、
師
匠
の
御
前
さ
ん
（
日
照
上
人
）
と
、
お
や
じ

と
の
間
で
話
が
で
き
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
。

だ
っ
て
、
僕
、
今
つ
ら
つ
ら
考
え
て
み
た
ら
、
秋
田
へ

引
き
取
ら
れ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
は
随
分
や
ら
さ
れ
た
。

法
事
の
前
の
日
に
な
っ
た
ら
、
位
牌
を
頂
き
に
行
っ
て

持
っ
て
帰
り
、
伯
父
の
家
の
仏
壇
の
前
で
、
法
事
の
位

牌
を
全
部
並
べ
た
り
し
て
。
法
事
が
終
わ
っ
た
ら
、
ま

た
そ
れ
こ
そ
お
返
し
に
お
寺
へ
伺
っ
た
も
の
で
す
。
法

事
や
何
か
の
と
き
は
必
ず
伯
父
が
お
寺
へ
位
牌
を
取
り

に
行
っ
て
こ
い
と
か
、
そ
れ
か
ら
、
お
盆
の
仏
壇
の
お

祭
り
と
か
、
お
盆
に
は
必
ず
、「
昭
、
こ
れ
を
せ
い
よ
」

と
、
よ
う
や
ら
さ
れ
ま
し
た
な
。

住
職　
そ
の
と
き
の
花
輪
の
本
勝
寺
の
ご
住
職
は
ど
な

た
で
す
か
。

高
橋　
石
井
日
温
上
人
で
す
。
父
親
の
従
兄
で
、
何
か

あ
っ
た
と
き
に
は
す
ぐ
に
お
世
話
に
な
る
。
そ
れ
か

ら
、
よ
う
本
能
寺
に
来
ら
れ
た
ら
、
僕
が
ご
挨
拶
に
伺

う
。
ご
挨
拶
に
伺
っ
た
ら
、「
皆
さ
ん
、
こ
の
人
は
私

の
従
兄
の
瀬
田
石
顕
浄
の
息
子
で
大
阪
・
妙
道
寺
の
高

橋
顕
昭
で
す
、
よ
ろ
し
く
」
と
よ
う
言
う
て
く
れ
は
っ

た
。（
笑
）

住
職　
石
井
上
人
の
晩
年
、
昭
和
56
年
の
宗
祖
御
遠
忌

に
お
伺
い
し
た
と
き
に
、
本
山
の
長
老
で
い
ら
し
て
歩

い
て
お
ら
れ
た
姿
を
ち
ょ
っ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

高
橋　
お
元
気
な
お
方
で
し
た
。
い
つ
で
も
そ
れ
こ
そ

顕
昭
さ
ん
、
顕
昭
さ
ん
と
言
っ
て
、
か
わ
い
が
っ
て
い

た
だ
い
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
ね
。

日
照
上
人
夫
妻
の
遷
化（
逝
去
）の
頃

住
職　
妙
壽
寺
に
来
た
と
き
は
、
日
照
上
人
と
勝
子
夫

人
は
元
気
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

高
橋　
そ
う
。
日
照
上
人
の
も
と
へ
入
っ
た
後
に
、
日

照
上
人
は
初
め
疑
心
暗
鬼
で
な
か
っ
た
の
か
な
。
あ
ま

り
に
も
こ
っ
ち
は
引
っ
込
み
思
案
だ
か
ら
。
そ
れ
で
、

経
本
を
そ
れ
こ
そ
半
年
以
上
た
っ
て
か
ら
憶
え
ま
し
た

か
ら
ね
。
だ
っ
て
、上
に
智
康（
矢
吹
）さ
ん
と
小
澤（
恵

壽
）
さ
ん
が
お
ら
れ
た
か
ら
、
２
人
は
も
う
で
き
は
っ

た
か
ら
。
こ
っ
ち
は
は
み
出
し
も
ん
だ
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
か
ら
ね
、
あ
ん
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
は
な
か
っ

た
で
し
た
け
ど
ね
。
ほ
ん
ま
に
そ
れ
こ
そ
、「
お
ま
え

さ
ん
、
得
度
す
る
か
」
と
言
わ
れ
た
と
き
に
は
、
は
っ

き
り
「
し
ま
す
」
と
僕
は
御
前
さ
ん
に
申
し
上
げ
た
。

住
職　
で
は
、
す
ぐ
に
得
度
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
ね
。

高
橋　
違
う
違
う
。
３
月
に
入
っ
て
、
11
月
の
御
会
式

の
と
き
で
す
か
ら
ね
。

住
職　
４
月
か
ら
は
立
正
大
学
に
入
ら
れ
た
の
で
す
か
。

高
橋　
二
部
の
文
学
部
社
会
学
科
で
す
。

住
職　
二
部
と
い
う
こ
と
は
、
夕
方
の
５
時
と
か
６
時

ぐ
ら
い
か
ら
講
義
が
始
ま
っ
た
。

高
橋　
そ
う
で
す
。
４
時
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
ら
、
本
堂

か
ら
ず
っ
と
庫
裏
の
雨
戸
を
全
部
閉
め
て
、
お
霊
供
を

下
げ
て
、
そ
れ
か
ら
３
人
そ
ろ
っ
て
、
出
て
い
く
と
き

は
３
人
一
緒
に
出
て
い
く
。
帰
っ
て
く
る
と
き
は
知

り
ま
せ
ん
ね
。
大
概
、
一
番
早
か
っ
た
の
は
僕
で
す
わ
。

あ
る
と
き
に
小
沢
さ
ん
に
言
わ
れ
た
も
ん
よ
。
あ
ん
た
、

あ
ん
ま
り
早
く
帰
っ
て
く
る
な
っ
て
。（
笑
）　
み
ん
な

ば
れ
て
し
ま
う
や
な
い
。だ
か
ら
、あ
ん
ま
り
早
く
帰
っ

て
き
た
ら
あ
か
ん
と
言
わ
れ
る
。

住
職　
そ
の
昭
和
29
年
に
来
た
と
き
に
、
妙
壽
寺
は
誰

が
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。

高
橋　
御
前
さ
ん
ご
夫
婦
。
恵
子
さ
ん
（
日
照
上
人
五

女
）と
盛
高（
勢
以
）さ
ん
と
、そ
れ
か
ら
矢
吹
一
郎（
泰

英
上
人
）
さ
ん
と
弟
・
智
康
さ
ん
、
小
沢
（
恵
壽
上
人
）

さ
ん
、後
に
一
郎
さ
ん
の
奥
さ
ん
に
な
る
ユ
キ
イ（
柏
原
）

さ
ん
が
お
ら
れ
た
ね
。
そ
れ
か
ら
、
古
澤
さ
ん
の
娘
で
、

僕
と
同
じ
歳
の
雅
子
（
山
本
＝
旧
姓
・
古
澤
）
ち
ゃ
ん
。

住
職　
け
れ
ど
、
お
上
人
が
来
て
１
年
で
、
先
に
勝
子

夫
人
が
４
月
３
日
で
、
御
前
さ
ん
が
４
月
12
日
に
亡
く

な
ら
れ
て
、
そ
の
当
時
は
大
変
で
し
た
ね
。

高
橋　
い
や
ー
、
あ
の
と
き
の
こ
と
は
忘
れ
な
い
。
ど

ん
な
人
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
っ
て
、
一
番
に

盛
高
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
起
こ
さ
れ
た
ん
だ
。「
奥
さ
ん
が

変
だ
か
ら
、
す
ぐ
奥
へ
行
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
飛

ん
で
い
っ
た
と
き
に
は
も
う
奥
さ
ん
は
息
が
な
か
っ
た
。

住
職　
そ
う
で
す
か
。
そ
の
と
き
に
は
御
前
さ
ん
は
入

院
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。

高
橋　

入
院
し
て
い
た
の
。
そ
れ
も
事
も
あ
ろ
う
に
、

御
前
さ
ん
は
盲
腸
で
入
院
し
は
っ
た
。

住
職　
盲
腸
で
は
な
く
て
心
臓
病
だ
と
聞
い
て
い
ま
し

た
け
ど
。

高
橋　
盲
腸
で
入
院
し
た
け
ど
、
実
際
、
病
院
へ
行
っ

て
、
院
長
が
診
察
し
た
結
果
、「
と
ん
で
も
な
い
、
心

臓
だ
よ
、
も
っ
と
も
っ
と
悪
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
御
前
さ
ん
が
い
よ
い
よ
危
篤
だ
と
言
わ

れ
た
と
き
に
、
本
堂
へ
行
っ
た
ら
、
早
苗
靖
夫
さ
ん
の

お
父
様
（
博
行
氏
）
が
一
生
懸
命
、
あ
そ
こ
の
お
焼
香

台
の
そ
ば
に
座
っ
て
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
て
い

た
。
あ
の
姿
が
神
々
し
い
て
ね
。
あ
の
人
は
す
ご
か
っ

た
。
そ
れ
で
、
僕
も
母
親
に
、
一
緒
に
な
っ
て
お
題
目

を
唱
え
な
さ
い
と
怒
ら
れ
た
。

住
職　
誰
に
で
す
か
。

高
橋　

母
親
に
。
御
前
さ
ん
が
入
院
し
は
っ
た
と
き
、

母
親
の
と
こ
ろ
へ
電
報
を
打
っ
た
の
。
母
親
も
自
分
の

旦
那
の
お
師
匠
さ
ん
や
か
ら
、
す
ぐ
飛
ん
で
き
て
、
そ

ば
に
つ
い
て
い
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
御
前
さ

ん
が
入
院
し
は
っ
て
、
勝
子
夫
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
、

お
帰
り
に
な
っ
て
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
法
事
の

木
鉦
の
音
が
聞
こ
え
ん
よ
う
に
と
い
う
わ
け
で
、
御
前

さ
ん
の
お
居
間
を
そ
れ
こ
そ
真
っ
暗
に
し
て
し
も
う
て
。

本
堂
か
ら
光
や
音
が
聞
こ
え
ん
よ
う
に
と
、
木
鉦
で
も

そ
ん
な
に
き
つ
く
た
た
い
た
ら
あ
か
ん
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
。
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
と
…
。

住
職　
結
局
、
御
前
さ
ん
に
は
知
ら
せ
た
ん
で
す
ね
。

高
橋　
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
あ
の
と
き
に
は
、
最
初
に

行
っ
た
の
が
池
田
（
東
海
）
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
調
布

の
お
じ
さ
ん
と
。
お
二
人
で
も
っ
て
病
院
ま
で
御
前
さ

ん
に
報
告
に
行
っ
て
い
る
わ
け
。
と
こ
ろ
が
、
調
布
の

お
じ
さ
ん
は
声
が
出
え
へ
ん
。
自
分
の
お
姉
さ
ん
が
先

に
亡
く
な
っ
た
ば
っ
か
り
や
か
ら
。
そ
れ
で
、
池
田
さ
ん

が
全
部
御
前
さ
ん
に
お
話
し
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
御

前
さ
ん
が
そ
れ
こ
そ
、
そ
れ
じ
ゃ
も
う
退
院
し
よ
う
と

い
う
わ
け
で
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
僕
は
あ
の
と
き
の

御
前
さ
ん
の
お
姿
を
見
て
、
こ
ん
な
に
変
わ
り
は
る
も

の
か
な
と
思
う
た
。
し
ん
ど
そ
う
に
し
て
。
玄
関
で
お

迎
え
に
出
た
と
き
に
、「
あ
、
お
ま
え
さ
ん
か
」
と
、
こ

の
声
が
弱
々
し
い
て
ね
。
ほ
ん
ま
に
あ
れ
は
悲
し
か
っ
た
。

　

今
で
も
僕
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
御
前
さ
ん
に
、

掃
除
の
方
法
と
い
う
の
は
な
ぜ
こ
う
い
う
ふ
う
に
す
る

か
と
い
う
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
お
き
な
さ
い
と
。
そ
れ

か
ら
、
も
う
１
つ
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
、
こ
れ

は
忘
れ
も
し
な
い
。
ち
ょ
う
ど
御
前
さ
ん
が
洗
面
所
の

銅（
ア
カ
）の
台
で
顔
を
洗
う
て
お
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
具

合
に
御
前
さ
ん
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
御
前
さ

ん
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
ご
存
じ
な
も
の
や

な
と
思
う
た
わ
。
さ
す
が
や
な
と
思
う
た
。

　
し
か
し
、
僕
が
一
番
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
の
は
、
お
や

じ
と
同
じ
お
師
匠
さ
ん
に
仕
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が

ほ
ん
ま
に
う
れ
し
か
っ
た
。結
局
、お
や
じ
の
こ
と
が
あ
っ

た
か
ら
、
奥
さ
ん
に
本
当
に
、
昭
ち
ゃ
ん
、
昭
ち
ゃ
ん

と
お
尻
を
た
た
か
れ
て
。
ほ
ん
ま
に
た
た
い
た
わ
け
じ
ゃ

な
い
で
す
よ
。
追
い
回
さ
れ
て
、
仕
事
を
一
つ
一
つ
覚
え

さ
せ
て
も
ろ
う
た
。
こ
れ
は
ほ
ん
ま
に
あ
り
が
た
か
っ
た

な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
も
う
ず
っ
と
そ
れ
こ
そ

続
い
て
い
ま
す
わ
。

住
職　
日
天
上
人（
石
田
日
天
上
人
＝
日
照
上
人
実
弟
）

が
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
と
き
は
、
ど
こ
で
寝
泊
ま
り
し
て

い
た
ん
で
す
か
。
妙
壽
寺
で
す
か
。

高
橋　
僕
は
そ
こ
ら
辺
の
と
こ
ろ
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

お
ふ
く
ろ
が
面
倒
を
見
て
い
た
。
し
か
し
、
僕
は
、
か

わ
い
そ
う
に
な
と
思
っ
た
の
は
、
涙
が
出
そ
う
に
な
っ

た
の
は
顕
道
上
人
（
当
住
廣
明
上
人
師
父
）。
ほ
ん
ま

に
気
の
毒
や
っ
た
な
と
。
盛
高
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
、「
今

日
、顕
道
（
あ
き
み
ち
）
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
く
る
か
ら
」

と
言
わ
れ
て
、
玄
関
の
門
の
と
こ
ろ
に
出
た
の
。
そ
う

し
た
ら
、
み
す
ぼ
ら
し
い
格
好
で
ね
。
背
広
だ
け
着
て
、

と
ぼ
と
ぼ
歩
い
て
帰
っ
て
き
は
る
人
が
あ
っ
た
。
そ
れ

が
顕
道
上
人
や
っ
た
。
僕
、
ま
さ
か
そ
れ
が
顕
道
上
人

や
と
思
わ
な
ん
だ
。
あ
ま
り
に
も
そ
れ
こ
そ
か
わ
い
そ

う
で
。そ
れ
で
、と
に
か
く
顕
道
上
人
が
お
帰
り
に
な
っ

た
か
ら
と
言
う
て
、
盛
高
の
お
ば
ち
ゃ
ん
は
、「
あ
ん

た
は
ど
こ
も
行
か
な
い
で
、
顕
道
ち
ゃ
ん
の
手
伝
い
を

し
て
あ
げ
て
」
と
、
言
わ
れ
た
。
そ
の
と
き
は
「
僕
か

て
も
う
、
御
前
さ
ん
の
元
を
離
れ
て
、
ど
こ
へ
行
っ
て

い
い
か
分
か
ら
へ
ん
。
お
ば
ち
ゃ
ん
、
心
配
し
な
く
て

も
い
い
よ
」
と
言
う
て
。

住
職　
そ
う
い
う
時
は
、
日
天
上
人
は
お
声
を
か
け
て

く
れ
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

高
橋　
か
け
て
い
な
い
。
日
天
上
人
が
声
を
か
け
ら
れ

た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
言

わ
れ
た
。
僕
は
今
に
な
っ
た
ら
、
行
か
な
く
て
よ
か
っ

た
な
と
思
う
。
多
分
そ
れ
は
、
お
ふ
く
ろ
も
そ
れ
こ
そ
、

行
き
な
さ
い
と
か
言
わ
な
か
っ
た
も
の
ね
。
お
ふ
く
ろ

は
あ
る
程
度
知
っ
て
、分
か
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　
僕
は
最
初
の
間
、
顕
道
上
人
に
あ
れ
し
な
さ
い
、
こ

れ
し
な
さ
い
と
追
い
回
さ
れ
た
。
追
い
回
さ
れ
た
と
き
、

ほ
ん
ま
に
最
初
は
腹
が
立
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、
後
に
ひ
ょ
っ
と
思
い
出
し
て
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ

と
。
せ
っ
か
く
よ
う
言
い
つ
け
て
し
て
く
れ
て
は
る
ん

や
か
ら
、
こ
の
際
、
私
情
は
一
切
合
財
捨
て
て
、
と
に

職
の
ま
ま
で
。

高
橋　
そ
う
そ
う
。

住
職　
そ
れ
で
顕
道
上
人
が
住
職
に
な
ら
れ
た
。

高
橋　
２
年
た
っ
て
す
ぐ
に
顕
道
上
人
に
な
り
ま
し
た
ね
。

住
職　
凝
縮
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
30
年
に
亡
く
な
る
、

師
父
が
帰
っ
て
く
る
、
も
う
翌
年
に
は
結
婚
し
て
い
る

ん
で
す
。
そ
の
間
は
、
お
上
人
は
大
学
を
終
わ
っ
て
い

て
、
い
わ
ゆ
る
妙
壽
寺
に
所
化
さ
ん
と
し
て
ず
っ
と
い

て
く
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

高
橋　
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
僕
は
（
妙
壽
寺
を
）
全

然
出
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。事
実
、１
年
ぐ
ら
い
た
っ

て
、
三
回
忌
が
終
わ
っ
た
ら
、
小
澤
さ
ん
も
法
華
講
堂

へ
行
っ
て
し
ま
う
。
智
康
さ
ん
は
大
宮
の
小
学
校
の
教

師
で
行
っ
て
し
ま
う
。
結
果
的
に
僕
一
人
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

住
職　
こ
う
い
う
話
は
、
お
嬢
さ
ん
の
法
（
の
り
＝
高

橋
法
子
ご
長
女
）
ち
ゃ
ん
、
三
恵
ち
ゃ
ん
（
三
女
）
と

か
に
す
る
ん
で
す
か
。

高
橋　
た
ま
に
す
る
。
で
も
あ
ま
り
苦
労
し
た
こ
と
は

言
わ
な
い
。
御
前
さ
ん
と
い
う
人
は
こ
う
や
っ
た
、
顕

道
上
人
、
妙
恵
上
人
は
こ
う
い
う
人
や
っ
た
と
い
う
話

は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
し
て
い
る
。
盛
高
の
お
ば
ち
ゃ
ん
を
入

れ
て
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
４
人
は
、
僕
に
は
忘
れ
ら
れ
へ
ん
。

住
職　
そ
う
で
す
ね
。
お
上
人
が
先
年
亡
く
な
ら
れ
た

奥
様
と
一
緒
に
な
っ
て
い
た
と
き
は
、
奥
様
の
ご
両
親

は
両
方
と
も
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。

高
橋　
僕
が
大
阪
へ
行
っ
た
と
き
に
は
父
親
が
お
ら
な

ん
だ
。も
う
跡
継
ぎ
が
な
か
っ
た
の
で
、結
局
僕
が
行
っ

た
と
い
う
こ
と
で
。

住
職　
入
っ
て
す
ぐ
に
住
職
に
な
ら
れ
た
わ
け
で
す
か
。

高
橋　
大
阪
へ
行
っ
て
す
ぐ
に
興
隆
学
林
へ
行
く
よ
う

に
と
い
う
わ
け
で
、
僕
は
２
年
の
後
期
か
ら
行
っ
て
い

る
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
一
応
、
そ
れ
こ
そ
学
林
卒
業
証

書
を
頂
け
た
か
ら
。
宏
尊
（
こ
う
そ
ん
＝
松
井
日
宏
猊

下
）
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
な
。

住
職　
そ
れ
で
、
妙
道
寺
（
東
淀
川
区
淡
路
）
さ
ん
か

ら
枚
方
ま
で
行
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か
。

高
橋　
そ
う
で
す
。毎
日
通
っ
て
い
た
。そ
れ
も
２
年
半
。

住
職　
そ
の
当
時
は
大
苅（
刈
谷
日
任
猊
下
＝
学
林
長
）

先
生
も
い
ら
し
た
ん
で
す
か
、
苅
谷
先
生
の
お
父
様
。

高
橋　
お
ら
れ
た
。
そ
れ
で
、
本
能
寺
の
貫
首
が
苅
谷

御
前
か
ら
松
井
御
前
に
替
わ
っ
た
と
き
や
っ
た
。
松
井

御
前
に
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
。
君
、
普
通
な
ら

ば
こ
こ
で
も
弟
子
衆
が
す
る
の
が
当
た
り
前
な
ん
だ
と
。

君
、ど
う
す
る
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
と
き
に
、僕
は
や
っ

ぱ
り
御
前
さ
ん
の
こ
と
は
忘
れ
な
い
と
思
っ
て
、「
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
、
師
匠
は
三
吉
日
照
一
人
で

す
」
と
申
し
上
げ
た
ら
、
宏
尊
も
、「
そ
う
か
。
で
は
、

そ
う
し
た
ま
え
」
と
、
一
言
で
し
た
ね
。

住
職　
な
る
ほ
ど
ね
。

高
橋　
宏
尊
も
偉
い
人
や
っ
た
ん
で
す
な
、
そ
こ
の
と

こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
酌
み
取
っ
て
、
三
吉
日
照
で
ぜ
ひ
と

言
う
て
く
れ
は
っ
た
こ
と
で
ね
。
し
か
し
、
今
思
い
返

し
た
ら
、
妙
壽
寺
の
６
年
間
と
い
う
の
は
ほ
ん
ま
に
い

ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

住
職　
激
動
で
す
ね
。

高
橋　
そ
う
で
す
。
一
番
そ
れ
こ
そ
、
加
藤
真
次
郎
さ

ん
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
。
あ
な
た
に
は
妙
壽
寺

の
一
番
つ
ら
い
と
き
に
一
番
よ
う
動
い
て
い
た
だ
い
た

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
ほ
ん
ま
に
こ
の

言
葉
が
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
の
言
葉
を
励
み
に
大
阪
へ

行
っ
て
も
頑
張
れ
た
。（
笑
）

住
職　
（
笑
）　
妙
壽
寺
も
私
が
何
と
か
取
り
あ
え
ず
住

職
は
し
て
い
る
状
態
で
す
け
ど
。

高
橋　
父
親
の
代
か
ら
で
し
ょ
う
。
や
は
り
二
代
続
い

て
ご
厄
介
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
お
導
き
い
た
だ
い
た
ん

で
す
。
私
に
と
っ
た
ら
ほ
ん
ま
に
あ
り
が
た
い
お
寺
で

す
。
だ
か
ら
、
私
は
そ
れ
こ
そ
第
二
の
心
の
ふ
る
さ
と

は
妙
壽
寺
さ
ん
で
す
と
い
う
の
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
ね
。

住
職　
お
上
人
に
は
い
ろ
い
ろ
な
当
時
の
お
話
を
伺
え
、

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
橋　
い
や
い
や
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
了
）

か
く
物
を
覚
え
よ
う
と
、
そ
れ
が
先
決
や
な
と
思
っ
た
。

そ
れ
か
ら
自
分
の
人
生
が
こ
ろ
っ
と
変
わ
っ
た
感
じ

で
ね
。
顕
道
上
人
に
あ
れ
し
な
さ
い
、
こ
れ
し
な
さ
い

と
言
わ
れ
た
っ
て
、
腹
が
立
つ
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ど

ん
ど
ん
言
わ
れ
て
い
た
け
ど
、
仕
事
は
こ
な
し
た
。
そ

の
代
わ
り
、
ほ
ん
ま
に
顕
道
上
人
と
、
そ
れ
か
ら
妙
恵

奥
さ
ん
に
は
、
こ
よ
な
く
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
い
て
。

そ
れ
は
い
ま
だ
に
感
謝
に
堪
え
な
い
。

　
だ
っ
て
、
あ
の
当
時
、
何
ぼ
そ
れ
こ
そ
、
言
う
て
し

ま
え
ば
所
化
の
身
で
し
ょ
う
。
弟
子
じ
ゃ
な
い
。
所
化

の
身
な
の
。
所
化
の
身
で
あ
っ
て
も
、
年
に
一
遍
か
二

回
ぐ
ら
い
は
、
わ
ざ
わ
ざ
伊
東
ま
で
、
信
者
さ
ん
の

と
こ
ろ
ま
で
お
使
い
に
行
っ
て
き
な
さ
い
と
、
行
く
わ

け
で
す
。
行
っ
た
ら
、
帰
り
し
な
は
秀
水
園
さ
ん
に
寄

り
な
さ
い
と
。
行
っ
た
ら
、
そ
こ
で
泊
ま
っ
て
帰
っ
て

き
な
さ
い
と
。
そ
れ
は
も
う
ほ
ん
ま
に
う
れ
し
か
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
い
か
ん
け
ど
、
息
抜
き
の
場

所
じ
ゃ
な
い
、
一
晩
で
も
ね
。

そ
れ
か
ら
僕
は
時
々
ご
信
者
の
家
へ
行
く
と
、
顕
道
上

人
と
奥
さ
ん
の
名
前
は
必
ず
出
て
く
る
。
そ
れ
だ
け
う

れ
し
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

住
職　
お
上
人
は
所
化
さ
ん
で
も
一
番
下
で
、
そ
の
頃

は
、
二
十
二
、三
歳
で
す
ね
。
妙
壽
寺
内
の
こ
と
は
関

与
も
し
て
い
な
い
し
、
お
話
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

高
橋　
た
だ
、
僕
が
大
阪
、
二
、三
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、

顕
道
上
人
に
よ
く
言
わ
れ
た
の
は
、
総
代
会
が
あ
っ

た
ら
、
君
も
こ
こ
に
お
る
よ
う
に
と
、
そ
れ
を
よ
く
言

わ
れ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
判
取
帳
と
い
う
て
帳
面

が
あ
っ
て
、
大
工
さ
ん
や
ら
植
木
屋
さ
ん
が
入
っ
た

ら
、
そ
の
帳
面
に
金
額
と
店
の
名
前
を
書
い
て
、
判
こ

を
も
ろ
う
て
。
早
苗
さ
ん
な
ど
に
何
か
質
問
が
あ
っ
た

ら
、
答
え
る
よ
う
に
と
い
う
わ
け
で
す
。
た
だ
、
一
番

困
っ
た
の
は
、朝
、顕
道
上
人
が
出
か
け
る
と
き
に
、「
昭

ち
ゃ
ん
、
今
日
、
大
工
さ
ん
が
来
る
か
ら
、
あ
そ
こ
の

と
こ
ろ
を
直
す
か
ら
、よ
く
話
を
聞
い
て
お
く
よ
う
に
」

と
。
要
は
、
ど
う
い
う
具
合
に
直
す
の
か
全
然
分
か
ら

な
い
わ
け
で
す
。
で
も
、
大
工
さ
ん
か
ら
一
遍
一
遍
報

告
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
ま
で
信
用
し
て
い
た
だ
い
た
ら
、

こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
と
、
深
川
の
地
所
の
集
金
で
す
。
猿
江
ま
で
毎

月
２
回
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
地
代
を
上
げ
る
時
期

が
来
た
ら
、
世
田
谷
の
税
務
署
ま
で
行
っ
て
、
計
算
方

法
を
教
え
て
も
ろ
う
て
、
そ
れ
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
、

そ
れ
こ
そ
20
何
軒
か
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

住
職　
え
え
、
あ
り
ま
し
た
。

高
橋　
そ
れ
を
一
軒
一
軒
全
部
計
算
し
て
、
こ
う
こ
う

こ
う
だ
か
ら
、
今
度
、
お
寺
の
ほ
う
で
地
代
を
上
げ
な

き
ゃ
困
る
ん
で
す
と
呼
び
か
け
て
、
一
軒
一
軒
訪
ね

回
っ
て
、
地
代
の
値
上
げ
を
お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
駄
目
だ
と
言
う
人
は
一
人
も
な
か
っ
た
。

当
山
か
ら
大
阪
東
淀
川
区
の
妙
道
寺
へ

住
職　

お
上
人
、
お
寺
の
こ
と
に
話
を
戻
し
ま
す
が
、

日
照
上
人
が
昭
和
30
年
４
月
に
亡
く
な
っ
て
、
日
天
上

人
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
す
ぐ
来
ら
れ
て
、
私
の
父
親
は
一

月
か
二
月
遅
れ
て
帰
っ
て
き
て
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

た
わ
け
で
す
ね
。
だ
け
ど
、
日
天
上
人
は
実
際
に
は
三

月
か
半
年
で
ア
メ
リ
カ
に
帰
ら
れ
た
。
名
義
だ
け
は
住妙壽寺に来られた頃の高橋上人（左）

（右 石塚泰道師、昭和 32 年頃）

左より、石塚泰道師、高橋上人、三吉当住上人

高橋上人（近影）

（
大
阪
・
妙
道
寺
住
職
）


